





































	 第一章	 新たなやまと絵師如慶の登壇 
	 	 第一節	 近世初期画壇に登場するまで 
	 	 第二節	 天台宗門徒としての如慶 
	 第二章	 住吉家再興への動き 
	 	 第一節	 後水尾天皇による文芸の奨励--朝廷大事在歌道-- 
	 	 第二節	 如慶による「年中行事絵巻」の模写 
	 	 第三節	 宮廷の画事 
	 第三章	 やまと絵の新たな庇護者--徳川将軍家と住吉派-- 
	 	 第一節	 如慶による東照宮縁起絵巻諸本の制作と奉納の経緯 
	 	 第二節	 寛永度・承応度の内裏造営 
	 	 第三節	 贈朝屏風制作 
	 第四章	 住吉家再興 
	 	 第一節	 如慶の法橋叙任と住吉家再興 
	 	 第二節	 なぜ「住吉家」なのか 
	 	 第三節	 やまと絵師としての住吉派--落款・印象にみるセルフイメージ-- 
	 	 第四節	 住吉派における模写とその意味 
第二部	 具慶、幕府の御用絵師へ 
	 第五章	 二代目具慶の誕生 
	 	 第一節	 具慶の法橋叙任 
	 	 第二節	 具慶による元三大師・慈眼大師縁起絵巻の制作を巡って 
	 第六章	 幕府の御用絵師就任 
	 	 第一節	 徳川幕府における文化政策の整備 
	 	 第二節	 探幽と次世代によるやまと絵制作 
	 	 第三節	 如慶・具慶の門弟たち 
	 第七章	 如慶・具慶作品における画題の広がり 
	 	 第一節	 現存作品及び文献で確認される作品 
	 	 第二節	 模写・下絵・写生図 
第三部	 やまと絵の新しい展開 
	 第八章	 如慶筆「東照社縁起」（紀州東照宮蔵）における古典受容の在り方について 
	 	 第一節	 施主徳川頼宣と「紀州若浦之図下画」 
	 	 第二節	 中世絵巻からの引用と編集 
	 	 第三節	 自然景・建築物・人物の描写 
	 	 第四節	 絵巻独特の演出 
	 	 第五節	 紀州東照宮本における制作経緯の検討 
	 第九章	 元禄期における定家詠月次花鳥歌絵の諸相--光起本・探幽本・具慶本との比較において-- 
	 	 第一節	 寛永期から元禄期にかけての歌絵の流行 
	 	 第二節	 テクストの絵画化における各流派の特徴 
	 	 第三節	 元禄期における土佐光起、狩野探幽、住吉具慶の画壇における位置と作画姿勢 
	 第十章	 住吉派の徒然草図諸本にみる古典解釈学との結びつき--斎宮歴史博物館蔵「徒然草図下絵」を中心に-- 
	 	 第一節	 如慶・具慶の徒然草図制作と諸本の関係 
	 	 第二節	 狩野派・土佐派における徒然草図との相違 
	 	 第三節	 江戸時代初期における古典解釈学と具慶の徒然草図制作 
	 第十一章	 具慶筆「箱崎八幡宮縁起」（筥崎宮蔵）にみる新たなやまと絵 
	 	 第一節	 制作背景--近世初期におけるやまと絵の地方伝播-- 
	 	 第二節	 八幡縁起の系譜における同絵巻の位置付け 
	 	 第三節	 古典の継承と展開 
	 	 第四節	 新たなやまと絵への模索--テクストの劇的演出-- 
おわりに 
	 一	 住吉派再評価へ向けて 
	 二	 住吉派の継承者たち 













































































































































































































	 	 	 動を行った絵師の集団を「住吉派」とする。 
注２	 やまと絵の定義は時代によって異なる。そこで、平成五年に東京国立博物館で開催された「やまと絵	 雅 
	 	 	 の系譜」展において、松原茂氏は「王朝絵画の伝統を引き継ぐもの」と定義付けた。この定義は、やま 
	 	 	 と絵が宮廷文化の中で育まれてきたことを反映したものである。本論でも松原氏の説に則り、絵師や作 
	 	 	 風によって判別できなくなった近世やまと絵を、宮廷文化を背景とした画題の絵画--歌絵や物語絵、花 
	 	 	 鳥・景物画や行事絵、社寺縁起絵など--と定義付けておきたい。また、近年、自らをやまと絵師と称す 
	 	 	 る浮世絵師が近世における新たなやまと絵の展開として注目を集めている。しかしながら、本論ではこ 
	 	 	 のような状況を踏まえながらも、やまと絵制作を社会的役割として担った土佐派や住吉派、分派である 
	 	 	 板谷派も含めて「やまと絵師」と称することとする。 
注３	 『住吉家伝来記録類』（東京藝術大学大学美術館）（抜粋） 
	 	 	 	 住吉大神社有繪所以乎中世	
	 	 	 	 住吉法眼以丹青鳴于世数代相	
	 	 	 	 續其家絶矣粤法橋如慶出自	
	 	 	 	 土佐流繪所懇情甚深依之咸其志	
	 	 	 	 授住吉称号宣其乃子々孫々永	
	 	 	 	 不失家業為	
	 	 	 	 神致丹青之	 者證文如件	
	 	 	 	 寛文三年	 五月日	 國治	 （花押）	
	 	 	 	 	 法橋	 如慶老	
	 	 	 	 	 内記殿	
注４	 瀬谷愛「住吉派興隆--住吉慶忍から住吉派へ」（『近世やまと絵再考--日・英・米それぞれの視点から』 
	 	 	 下原美保編著、ブリュッケ、平成二十五年〔二○一三〕） 
注５	 『常憲院殿御實紀附録	 下』（『新訂増補國史大系第四十三巻	 徳川實紀	 第六篇』黒板勝美編	 吉川弘 
	 	 	 文館	 昭和六年〔一九三一〕九月） 
	 	 	 	 また關東にて畫工といふは。狩野一家のみにてありしを。この御時住吉具慶廣澄繪事に堪能のよし聞 
	 	 	 	 しめされ。召出され。土佐の一家を設けられしなり。 
注６	 河田昌之「住吉如慶筆〔伊勢物語絵巻〕（東京国立博物館蔵）--近世伊勢物語繪に見る住吉如慶の創	 	 	 	 	  
	 	 	 意--」（山本登朗編『伊勢物語	 教授の展開〔伊勢物語	 成立と享受②〕』	 竹林舎	 平成二十二年〔二 
	 	 	 ○一○〕） 
注７	 榊原悟「住吉具慶筆『都鄙図』解題」（『古美術』八八	 三彩社	 昭和六十三年〔一九八八〕） 
	
